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シンポジウム
『学校・地域の教育改革の中核を担う

ミドルリーダーの在り方』実践報告

白根雅弘
川上裕加

新見市立塩城小学校

2015. 11. 3 

昨年度までの学校経営計画

平成26年度塩減小学校学校経営計画書

指導の重点 ①確かな円聞こつけ、自分で考え行
、，a・・＂＇官同市 T，司 ． ， ．，，・a • - ・-

' （今年度の達成基準B
0毎時間、 fめあτIrまとめJを明手L、fまとめj出自分町宮聾で：≪現させる．玄た、
i!'l輯 I各教将で眠り組むことJを翼践する．
0単元のテスト町時、学習到直度テスト｛県鞍書配布のもの｝をI&り入れる．
O！快件を設定したステップアップの活動を取り入れ、尭展的な思考をlo!ぅ．
0具体的計画 l字び合う聾凶を育成寸・＇！＞I
4今年度町連威厳掴B
0特別主銀瞳脊の視点目航時制E崎，1111吐凋J→回1l鳴柑恨のI却を取り入れた慢婁翼飽を行

フ．
0 f伝えるJr混明するJr話し合うJ時聞を値保する．（「担衰の{I：：加を活用｝
Oi p a  d等の tc T樟器を効果的に活用する．

、..女聞にし 助け合う睡，e令官でる. Ci 
ー町l .. 開’W宮山但 E -

4今年度の直），£基司帥
Qj巨脳や開悟僚出と連E障を凶り、支援を要する児壇への対応町充実を阿る．
0早期揖見、 早期対応を目指して教育相援活動を行う．
0児童・保謹者守~U);t;絹調査を効果的に行い、検証・噛苦合同る．
O職目朝礼時や毎月 J(,,I研摩や会議で‘ 児111理解金行い． 共通理解金凶る．

③組め合い、 支え会う集凶を告でる 【簡脊】

4今年度目遣1宜草柳E
O＂＇°世常年 眠割り斑1活動.JI!活動等を栖極的に取り入札る向
。置かな体験主闘連づけた道徳時間目指奪町 l失念する．
0敏内研修の克兆に揖める．（置同点掃筆？鈴村，1づ刊潟村、量軽視‘JCT眠l)
0読書措勘の充実を凶る内前期・世醐各 3侠）（）冊町緯涛円揮に取り組む．｛闘岬il!II.冊、・fl
t輔却の白書｝
。 ［：彰底 地域との進慎を回る1
4今年度の理店紘構B
0学校内町関心や協力体制を高めるために．学校恒り．学年便り、時睡便り符を計酬がj

に配，／，；寸る．
0地埴の人町思いを哩解したり、肉分の思いを表現する力を自衛めたり しながら.JI!曜と
の5l:能活動を計画的にi量的る．

。豊富量年度の具体的指学校経宮目領・計画

具
体
的
な
取
組

O本枚目ミッシヨン（使愈、存在意書）

O益‘語学カHtlこつけさせ‘学カの向上そ困る．

0ふるさとを愛し．心事撃かでた〈携しく笠きる子どもを宵成する．

OJ!!1院に銀ざした闇治寸1た学校敏宵HIめる．

0内外由環境骨折
「E 咽国ー・ーーーーー－－
I学袋内I
0兇章
山富の来省的伝学カが全体的についている． スポ少や円い＂＇をしている児童が多い．
児童ば寛斎自に取り締む． スポ少場で錬れている児童がいる． 白書日時な兇広が多t、．
娘拶が由んで出来に＜ •、． ・鍵＂＇心．向 上.：，ゆ戸不足している．
応刷カ ・活用カ 表現）｝が乏しL‘． . .，彪令官が定結していない児盆がいる．

・支担を慶する児童がいる． ・菅生地区からスタールパスで笠校，る児童がいる．

0敏’IJ:I
駐 政年量k・Ji{な敬司医員が多い．

0・R’ー備品， I CTII縛匂が比較的充実している． インターネットが各敬語証で使用でさる．
・プールが迷い． ii!動亀”がu：.、． ・多目的ホールがある． ・相続き症があるz

I隼校外1
2 6年度に予f't，ト竿佼と統合した． ・係z，者・地騒が凶力的である． 自然が畏冨．
絶￥ボランディア等が豊富． ・4審ち省いた寂携にある． ・河世代が多い．

・千どb岡、 駐缶、 mil!センター、 JA. J P等町公的箪設が比較的近‘、
局学路がtをも、． 地区が少子高a静化過線化でゐるe · •弘が強い． 織がよ＜ JUる．
周辺に人家が少なL、． ・＂タールパス刺胤がある ． 'l'b正が＇＂＇ 、． 子ども圃と的受
泌が少ない．

学校教育目標 じて実現しようとする柑のビジョン｛将来像、目指す聾）

ーロ τ判 働 省 Bl1! <HI：かで実闘力のある'7・1:'<,ir宵寸に＇＂ 3 ・

rc-1 n ＇－’J 九‘M阜 、
Q)J!欲を鱒勺て三主体的に取り叙み 次のステップに後帳司る千ども
<%)1量後までがんばη過す強い心と体含もった子どもピ uニ討してもやさし〈忠、やりがあり、人叫叫みがわかるチども

ジョン 同患いを柑乎に料んと伝 え 榊の気持ち閥解しようとする子どれ
ざす学校像

①チどもがLill.を符って、療し〈主~的に令官する学綬
＠子どもが安全で安心して生情でき 努力が認められる学校
＠自他を大拶にし 心身共に飽E誌で訴)Jある子どむが育つ学校
(j)；；（嵯や絶滅町教育)Jf：生かし、共に子どもを育てる空宇校

( 4）めざす教師像
①ー人ひとりの釧性や綻)Jf:伸ばす敏師
Cl)教育活動f:常に見直し 指湖訟のA二夫 ・改穆舎前向企に回る教師
＠ー人ひとりの心に鳴り富島いながら、 J•に麻む教師
＠使命感 貨任暗に鱈え．敏．俊民集団として也働して取り締む敏師

0病気の予防と睡庫な体づくりをn摘すため、うがい ・手法い ・水分捕結絡を重点噴固
として置の組む．
0保砲事ーと連幌し保障指導を温めるために 毎週の清潔調べや毎月肉体喧測定結果‘す
こやかカード等＊＇車庭に持ち婦らせる ．
。 具体的計画 I安全・安心の質持らのよい学授づ〈りに暫める1
4今年度目連成基準E
0安全宜撞を高時、安全な行動ができるように、 職員及v兇..も院内の安全点検を行う．
0学校生体で朝のあいさつ軍動を行い、一日町抽まりを気持らのよいものにする．
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＜昨年度までの学校経営計画の構造＞

めざす児童像・教師像・学校像

指導の重点① I I指導の重点②｜｜指導の重点③ ｜｜指導の重点④
教科指導 川特別支援 ｜｜生徒指子手竺｜｜健康・体力

について II について II l二つい工｜｜ について

課題

0育てたい子どもの姿の実現ではなく，既存のやり方・方法を
踏襲して目の前の教育活動をこなすことに専念している。

0育てたい子どもの姿の実現に向けた授業ではなく，滞りなく
授業を展開するためのハウツーに目が向いている。

＝今授業をはじめとする教育活動が停滞しているため，
学校の停滞を招いている。
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今年度の学校経営骨子

学校教育目標「心豊かで実践力のある子どもを育てる」

経営ビジョン「楽しい学校の創造」

授
業

学室
号F
5t= 
授業

今年度の経営計画

く学校教育目標＞ く実践の拠り所＞
「I~＼豊かで実践力のある子どちを育てる」 I~＼豊かで実践力のある子どちを育てる（学校教育

目標）のだめに，児童ち教職員ち自分の力を高めて

いる楽しさを昧わうこと力？できる学校（ビジョン）

互援業改善によって創造していく。

くビジョン＞

「楽しい学技の創造J
一児童ち教職員ち自分の力を高めている楽しさを昧

わえる学校を創造するー

ビジョン（学校として

の方向性）実現に向け

ての現状と今年度の

位置付け

今年度（26年度〉は，本校の様々 な取組について「よさ」を観点として意義や価

値を確認したり，整理したりしてきた。児童の学力向上のために「言語活動の充実」

をめざしだ援業づくりをテーマに浸業改善と教師の授業力向上に取り組んできた。

また，児童の社会性を育むために「認め合う仲間づくり」の重要性を教師力胃認識

し．学級経営を強く麓載するととちに，全教職員で兜童の実態を把握し，指導にあ

たること力Tできている。児童においては学習について向上I~＼の高まりが見られつつ

あり，仲間を大切にしようとする公平さや寛容さが姿となってあらわれてきてい

る。

そこで，来年度（27年度〉は経営方針「楽しい学校の創造」をビジョンとして教

育活動を実践していく。これは，今年度の取組を基盤に教育活動の意義や価値を再

確認・再慌すしていくことで質的改善をさらに進めていくことである。そのために，

教育活動の核は擾業であるという認識のちと慢業改善が教育活動の質的改善と考

え，教職員の見方や考え方の変容を促すことを重要と考えたい。
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＜経嘗の柱とその考え方＞

経営の柱① 昨年底本校の「よさ」について確認したり整理したりすることで．「子

学校の価値を男出す ども教職員．保護者（地境）の三蓄が学校を楽しくしようと力を合わせ

障り合う子どち・教臓劃
ていること」と考えた。この「よさ」をめざす学校の姿としてビジョンに

反映しだ。しかし，このよさを引き出している背察や要因を見出すまでに

－ビジョンの共有と検討 は至らす，そのよさが表れている活動もしくは児童の姿を明らかにするこ

－教職員の相互作用 とか？できなかった。その定め．ビジョンが油象的な表i見となり，教職員に

とって共有しにくいものになっていると考える。

そこで．本年度は「よさ」を再確認しながら背景や要因を見出し，本校

にとって大切な活動ちしくは児童の姿を明らかにしていく。そのために．

学校や児童のよさ・課題を教職員がB常的に語り合える組織をめざす。そ

の際，自分〈たち〉の思い込みゃ信怠価値観などによって相手の見方や

考えを判断するのではなく，もっと違う見方や考え方があるのではないか

という探究的な語り合い力軍要と奪える。

経営の柱② 基本的には昨年度の研究主題「自分の考えをちち．伝え合し＼，学び合お

綬業力・学級経営力の向上 うとする児童の育成」を継続していく。児童と教師白書が自分の高まりを

｜自分を磨く子ども・教職員
味わえるようにするため1；：，各教科において言語活動を充実させ，基礎的・

基本的な学力の定着と論理的な思考の向上をめざすとともに，児童が主体

－教臓員の見方や誓え方ι澗し1 的にかかわり合いながら学びを深めていくこと力？できる媛業づくりを探究

直し していく。また，学習の基盤となる教師と児童・児童と児童の信頼関係が

－教職員の褐E作用 さらに強固になるように．児童一人一人のよさや変化を的確に把握できる

ように教師の分析力を磨くことで．学級経営力の向上を進める。

矢豆策局Eヨ軍司陣迂藍克lZo:>た三lSbo:>
7ラ曹長

Cコ事交p匂E汗多宅Iこ asし、てご．

巨ヨ安全dコ雰言！7ラてb考書5主アラ壱壬

但司し、IQし.，，.7三り． 同 f望真。コ

~アラてb唾雲3主アラ壱壬曇歪 1--:::t／＇、
:n.1三 6つτrξ5ζこと二c::. 遥童

三う~7ヲ『b弓聖書；；：＇｛＿ 7:jズアT士吉空E
吾5σコTさ1~7J:し、力、とし、つ

Y三野菜亨宅白匂主主君苔叱コ宣言し、苦壬

Tラっ寸亡し、く。

OJIノーーモヂエノ白勺7J:歪主主義tこ
τ〉し、てごle主定亘書妻宅事をi:;!c!JF!ヨ
して交担率 化を図り．教

原翼民間主力電語 り 合 う自著書

院羽毛壬E奮信畏τrξ：：＞o

〈〉事交Iコ匂E子干亨宅毛壬． 賓室定義σコ

拠り所を支えに自分f三
宅5(7.)主受当面Eを壬謹書房宅 し－＂• F主主

アヲてb弓筈3之アラを壬Rヨし＼[l蓋τr
ζことこて：＂l受当義己主Z喜幸を壬im<'lb
モるti易とこt立r.::l.1寸 Iフ モまう。

〈〉臼字詰白匂Iこ主受重量主乏よ惨害てb
S受説草Iこ τコし、てごa:>君吾りさき

し、わ匂ラ才つ才1るように．

7 - b lこ d二ξうE芥多宅を壬送車

担ってごし、く。

①

学
位

の
価

値

を

男

出

す

事平f面発童相模

ζモ子と三宅三a:>準要〉
0 児 童は担当主をはじ

ぜコ様ノマな孝交育活動Iこ
asし、てご． 巨ヨ金主σコ事膏一一本不

の力を発揮しノようと＝

u＜ごし、壬る。

r ：・・＝＝昨日でム瓦i
i －児盗 用 主主活？ンケート i

i oコ全量帯斤 〈且正在主＇0コモ；aコ毛壬 ！ 

！ 利用〉 ！ 

昨年度までの活動を基盤にしながらち．学校，家庭，地減の連擦が単な

る催しとならないように．対象学年・内容・時期・回敏などをさめた質の

高まりに主眼をおいた見直しを図ることで．連擦の深化を図る。

学校保健・安全は学校のインフラと考え．危機管理体制に万全を期すた

め．シミュレーション訓練を充実させる。

短期経 営 目 標

(1宏事三豊重量〉

〈〉荷主宰交dコd二Eさて：＂<lろ毛5「益事委Lノ
さ」を弓lき出してし、る背最

てb彊要E盟主壬F毛と臼u.c主二三さ老壬亘書包

惜 し て し、る活動ちしくは

＇｝＇程藍dコ釜雲毛歪周恩らカバIこτず吾：：＞o

〈〉季交E音ua力需as主主し、σコ多言！7:J
てb号雪；；：＇｛＿アラ．き吾平宮尾花圭 J宅アヲてb考書

；；：＇｛＿アラを壬歪歪Iーフ；：＞....才1左~1:)~5. 孝交
言書j舌霊!llo:>克憲草案てt>f百五f直 Iこ τコ
し口ご語りぎきってし、る 。

経営の柱③

家庭・地減との協働

闘かれだ学校・安I~できる学閥

中 期経営目標

(3f芋垂貨〉
O教職員 力百三体的に語 り

8し、7J:1:J~5. 雪量時交σコヒゴ三P
ョユノ毛歪沼~©7三叱コ． 言冨<'lb1c.

り. ！｝毛E呈urc.り τrξ51窃健h
的なや事E制力吟華全車交αコ特程変と

なってごし、る。

Cコ日F君主主Zコ吟事色言ヨ． f中医罰． 士也

I或Iこ 三1::.1コ本白勺Iこわ、力、才つり．

自分の間 一 一 本1-o::>力 を 発 揮

しノ可亡し、石5o

ζ） 乙E芭霊童Iま §ヨ会主a:>宅雪3主

を壬沼1;.<'lb1三り． 剥すしし、安王

τフ歪きをしバ 三りτr石5Y三
ぜコIこ． 挙支宇Zてb宏芝i護 と 宝三

イ本的にわ、力、わり．イ云；；：＇｛＿

i3a5－：＇ヨと二u＇＜亡し、主5o

； ・倒置綿 ・分析 I 
' -'n"!i芭F晋雪F置置コヲユノセYーート I 

i の 分 析 ζ既 静 のものを i
i 利用〉 I 

0 鞍職員 が伝えさきし、を 主

としJたか力、わ りさ吉し、のあ

吾51受 裁量を壬ii!置しノT二 「伝三；；：＇｛＿歪き

し，. 竺主主主J百きそう弓子」 o::>軍篭店制こ

買叉叱コ議B〆l.l＜ごし、吾5o
Ou昇多宅σコ掠呂叱コ完斥壱壬三z~rこ．
「怠主賓:11 0コ3ろ吾まう子受講~－・主主言語苓

ー－:tR.Oコ長霊雲事i;oコa5ミ5~定隻」と＝
し、う主受 書草日促曹 のサイクル

を蓑克服祭主力増 吾 り さ宣し 、なわて

ら車塁走り涯レてごし、る。

0探究的な語り さきし、に楽

しさを感じてし、る鞍職員

0)遺墨とこ毛筆色uさきそ主 くfii；；；之主主主

う〉ことに楽しさをf感 じ

る！尽聾 の 謹 が 学校の特徴

tこ~コ寸亡し、そる。

0 鞍 目 議員 一人一人が．

El／マO)f受当面Eてb宅安全糸及条歪主主tこ
τ〉し、てごヒゴ三Fョ エノを壬独且ピ〉亮行

に成果と君祭題を日常的に

語 り 合 しに 提案世を苧む

3受費量豊Iこと二叱コ糸旦〆l.l＜ごし、主る。
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授業づくりは学校づくり・人づくり

学校力
・どんな子どもを育てるのか
．どんな学校にしたいのか

ミドルリーダーとして
研究主任として

授業づくり（校内研究） 授業力
－子どもは何をどう学んだのか
・子どもたちは6年間で何を学び，
育つのか

・どんな授業をしたいのか
－どういった授業をすべきなのか

校内研究において
考えてきたこと

この授業で，子どもは何をどう学んだのか？
＝令「我々 は，どんな子どもを育てたいの？」

子どもたちは， 6年間で何を学び，育っているのか？
＝令「我々 は，この学校をどうしたいの？」
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若手教師との共同研究＜「ごんぎつね」の授業をとおして＞

『おもしろみつけ』について疑問をもち，

提案性

否定的な立場で授業を構成し，展開していく。

・「かわいそうみつけJで子どもは何をどう学ぶの？
・「かわいそうみつけJで物語が読めるようになるの？
・かわいそうな話で、終わっていいの？

・「かわいそう」を分かることが大切なの？

i教職員が授業について議論を深めていく。 l
問い 可記r我々は，これまでのやり方や考え方を繰り返して

いて，経営計画にあるような子どもを育てることが

できるのか。

川上先生から

0今回の授業づくりをとおして

Oこれまでの校内研究から

自分はどう変容したのか？

疑問や悩みをどこに感じているのか？
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川上先生の変容が周囲の変容ヘ

これまでの教育活動を
これまでのやり方で

繰り返していていいのかな？

＝今我々は，どういった授業をしたいのか。するべきなのか。

→我々は，どんな子どもを育てたいのか。
→我々は，どんな学校を創りたいのか。

を自分自身にも，組織にも問うようになってきた。

これからの自分の役割

『自分の立ち位置はどこなのか』を問う。

→若手は若手で育つ

→若手の変容を周りの変容につなげる

授業や教育活動から生まれた具体的な疑問，課題，成果

などの現状を学校づくりにつながる問いに変換していく。

＝今授業づくりを出発点にしていかに目標やビジョンヘ
迫ってし、くかを議論できる問いを生起させていくことが
求められている。


